
2 0 2 0 年 ２ 月 ５ 日 

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 200 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 

 

【不適合関係】 

・ １月 17 日 ７号機非常用ディーゼル発電機（Ｃ）燃料移送ポンプ（屋外） 

のケーブル損傷の可能性について（公表区分：その他）      〔P.２〕 

・ １月 31 日 ７号機中央制御室（非管理区域）におけるけが人の発生について 

（公表区分：Ⅲ）                      〔P.５〕 

 

【発電所に係る情報】 

・ １月 ９日 2019 年度全戸訪問実施結果について                     〔P.７〕 

・ １月 23 日 柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について 〔P.９〕 

・ １月 23 日  ７号機原子炉建屋東側エリア（屋外）における油漏れの原因と 

対策について                                               〔P.14〕 

・ １月 23 日 ７号機非常用ディーゼル発電機（Ｃ）燃料移送ポンプ（屋外） 

のケーブル損傷の可能性についての対応状況について           〔P.15〕 

 

【その他】 

・ １月 20 日 新潟市内における「東京電力コミュニケーションブース」の開設 

について                             〔P.17〕 

・ １月 30 日 2019 年度第３四半期決算について               〔P.18〕 

・ ２月 ３日 東京電力ホールディングス株式会社と国立大学法人長岡技術科学大学 

との防災・減災に関する共同研究プロジェクトの設立ならびに包括 

連携協定の締結について                                     〔P.27〕 

・ ２月 ４日 第 17回原子力改革監視委員会における当社ご説明内容について   〔P.37〕 

・ ２月 ５日 コミュニケーション活動の報告と改善事項について 

（１月活動報告）                                             〔P.46〕 

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

・ １月 30 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ 

進捗状況(概要版)                 〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

【柏崎刈羽原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合の開催状況】 

・ ２月 ４日 原子力規制委員会第 830 回審査会合 

      －第７号機の工事計画の審査について－ 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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2020 年 1 月 17 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：その他 

 

号機 7 号機 

件名 
非常用ディーゼル発電機（Ｃ）燃料移送ポンプ（屋外）のケーブル損傷の 

可能性について 

不適合の 

概要 

 

（発生状況） 

2020 年 1 月 17 日、定期点検のために不待機としていた 7 号機非常用ディーゼル発電

機（Ｃ）の燃料移送ポンプ＊（屋外）を点検していたところ、ポンプに電気を供給するケ

ーブルの絶縁不良が確認され、ケーブルが損傷している可能性があることが分かりまし

た。 

 

なお、7 号機の他の非常用ディーゼル発電機（Ａ、Ｂ）が待機中のため、保安規定に基

づく機能要求（プラント停止中は 3 台のうち 2 台が動作可能）は満足しています。 
 

今回の不具合による外部への放射能の影響はありません。 
 
 

＊ 非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ 

非常用ディーゼル発電機の燃料である軽油を、屋外の軽油タンクから原子炉建屋内の軽油タンク 
へ移送するためのポンプ 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

 
＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

 
＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

 

現在、当該のケーブルの損傷状況および、事象の発生原因を調査中です。 
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添付① 
 

展望台 
 

柏崎刈羽原子力発電所 屋外 

発生場所 
（７号機非常用ディーゼル発電機（Ｃ）燃料移送ポンプ） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 屋外 

7 号機非常用ディーゼル発電機（Ｃ）燃料移送ポンプ（屋外）のケーブル損傷の可能性について 

  

５号機 
タービン建屋 

６･７号機 

サービス 

建屋 

６号機 
タービン建屋 

７号機 
タービン建屋 

６号機 
原子炉建屋 

７号機 
原子炉建屋 

５号機排気筒 

５号機 
原子炉建屋 
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添付② 

 

7 号機 非常用ディーゼル発電機への燃料移送経路概要図 
（非常用ディーゼル発電機（Ｃ）点検時の一般的な状況） 

＜待機中＞ ＜待機中＞ ＜不待機＞ 

4



 
2 0 2 0 年 1 月 3 1 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 

区分：Ⅲ 

 

号機 7号機 

件名 中央制御室（非管理区域）におけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

 

2020 年 1 月 31 日午前 10 時 30 分頃、7 号機コントロール建屋２階中央制御室におい

て、制御盤入替工事を実施していた協力企業作業員が、床面に膝をついた際に、床面に置

いてあったニッパーにより左膝を負傷（約２センチの切り傷）したため、業務車にて病院

へ搬送しました。 
 

なお、本人に意識はあり、身体汚染はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

病院にて左膝の縫合処置（３針）を実施しております。 

今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行い、再発防止に努めてまいり

ます。 
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７号機 中央制御室（非管理区域）におけるけが人の発生について 

  

  

柏崎刈羽原子力発電所６／７号機 コントロール建屋 ２階 

発生場所 
（ 中央制御室 ） 

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 
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No. お知らせ日 号　機 件　名

プレス公表（運転保守状況）

内　容

①
2019年

11月15日
12月12日

7号機
原子炉建屋東側エリア（屋外）におけ
る油漏れについて（区分Ⅲ）

【事象の発生】
  2019年11月15日午前9時10分頃、7号機原子炉建屋東側エリア（屋外）において、発電機への
  給油をしていたタンクローリーの給油ホース付け根部より、軽油が漏れている（漏えい量は１
  リットル程度）との連絡を協力企業より受けました。そのため、公設消防に一般回線にて情報
  提供しております。
  午前10時50分、公設消防による現場確認の結果、本件は給油をしていた企業が所有する移動タ
  ンク貯蔵所※（タンクローリー）からの漏えいに該当すると判断されました。

  ※移動タンク貯蔵所：車両に固定されたタンクで危険物を貯蔵、取り扱う施設で、一般的には
     タンクローリーと呼ばれている。

  （安全性、外部への影響）
　  漏れた油には放射性物質は含まれておらず、外部への放射能の影響はありません。
     また、漏れた油は作業エリアでとどまっており環境への影響はありません。

【対応状況】
　本事象について、現在再発防止対策を検討しております。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2019年12月12日までにお知らせ済み）

【原因】
　本事象については、給油会社が修理工場にて給油ホースの交換を依頼した際、給油ホース付け
　根部のナットの締め付けが不十分であったことが原因と推定しております。
　
【再発防止対策】
　給油会社が修理工場に給油ホースの交換等の修理を依頼して、修理したタンクローリーの引き
　渡しを受ける際に、給油ホース付け根部等のナットの状態が従前どおり十分に締め付けられて
　いることをその場で確認します。
　また、当社および協力企業は発電所構内でタンクローリーから給油を受ける際、給油作業前に
　過去に発生した給油時の油漏れに関する事例を給油会社に周知し、再発防止に対する意識の定
　着に努めます。

2020年1月23日
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No. お知らせ日 号　機 件　名

プレス公表（運転保守状況）

内　容

②
2020年
1月17日

7号機
非常用ディーゼル発電機（Ｃ）燃料
移送ポンプ（屋外）のケーブル損傷
の可能性について（区分：その他）

【事象の発生】
　2020年1月17日、定期点検のために不待機としていた7号機非常用ディーゼル発電機（Ｃ）の燃料

　移送ポンプ※（屋外）を点検していたところ、ポンプに電気を供給するケーブルの絶縁不良が確認
　され、ケーブルが損傷している可能性があることが分かりました。

　なお、7号機の他の非常用ディーゼル発電機（Ａ、Ｂ）が待機中のため、保安規定に基づく機能要
　求（プラント停止中は3台のうち2台が動作可能）は満足しています。

　現在、当該のケーブルの損傷状況および、事象の発生原因を調査中です。

　※非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ
　　非常用ディーゼル発電機の燃料である軽油を、屋外の軽油タンクから原子炉建屋内の軽油タンク
　　へ移送するためのポンプ
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　（2020年1月17日にお知らせ済み）
 
【対応状況】
　電動機基礎埋設部のケーブルに損傷している箇所を確認しました。今後、残る範囲および事象の発
  生原因について調査を行います。

 

2020年1月23日
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原子炉建屋 3F

トレンチ

＜参考資料＞ ケーブル損傷箇所のイメージ図

電源盤
燃料移送ポンプ（Ｃ）電動機

原子炉建屋
B1F

電動機基礎

調査実施箇所

調査未実施箇所

損傷箇所

ケーブル損傷の状況

ケーブル引き込み箱
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（お知らせ） 
 

新潟市内における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

 

2020 年 1 月 20 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
新潟本社 

 

「東京電力コミュニケーションブース」を、2 月 7 日(金)～2 月 11 日(火)にわたって、 

アピタ新潟西店 1 階 南側エスカレーター前に開設いたしますのでお知らせいたします。 
 

以 上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 広報総括グループ  025-283-7461（代表） 
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2019 年度第 3 四半期決算について 

 

2020 年 1 月 30 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、本日、2019 年度第 3 四半期（2019 年 4 月 1 日～12 月 31 日）の連結業績に 

ついてとりまとめました。 

 

連結の経常損益は、東京電力グループの販売電力量が前年同期比 2.9%減の 1,647 億

kWh となった一方、燃料費調整制度の期ずれ影響が好転したことや、グループ全社を挙げ

た継続的なコスト削減などにより、前年同期比 26.5%増の 3,099 億円の利益となりました。 

 

また、特別利益は第 2 四半期から追加計上はなく、3,672 億円を計上した一方、特別損

失に台風 15、19、21 号による滅失資産の簿価相当額として財産偶発損 3 億円、東北地方

太平洋沖地震により被災した資産の復旧等に要する費用の見積り増や、台風 15、19、21

号により被災した資産の復旧等に要する費用として災害特別損失 274 億円、原子力損害賠

償費 819 億円を含む 2,053 億円を計上したことなどから、親会社株主に帰属する四半期純

損益は 4,348 億円の利益となりました。 

 

                   （単位：億円） 

 
当第 3 四半期 

（A） 

前年同期 

（B） 

比 較 

A－B A／B（％） 

 売 上 高   46,379   45,532        847 101.9 

 営 業 損 益   2,471   2,604  △    133 94.9 

 経 常 損 益   3,099   2,451       648 126.5 

 特 別 損 益   1,618  △ 1,097     2,716  - 

 
親会社株主に帰属する 
四 半 期 純 損 益 

  4,348   1,005      3,343 432.6 

 

 

【セグメント別の経常損益】 

2019 年度第 3 四半期のセグメント別の経常損益については、以下のとおりです。 

・東京電力ホールディングス株式会社の経常損益は、東京電力エナジーパートナーへの

卸電力販売の減少などにより、前年同期比 306 億円減の 1,483 億円の利益となりまし

た。 

・東京電力フュエル＆パワー株式会社の経常損益は、火力発電事業等を承継した JERA

において、燃料費調整制度の期ずれ影響が好転したことなどにより、前年同期比 588

億円増の 623 億円の利益となりました。 
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・東京電力パワーグリッド株式会社の経常損益は、修繕費・減価償却費などの減少によ

り、前年同期比 122 億円増の 1,753 億円の利益となりました。 

・東京電力エナジーパートナー株式会社の経常損益は、東京電力ホールディングスから

の購入電力の減少などにより、前年同期比152億円増の546億円の利益となりました。 

 

 （単位：億円） 

 
当第 3 四半期 

（A） 

前年同期 

（B） 

比 較 

A－B A／B（％） 

 経 常 損 益   3,099   2,451       648 126.5 

 東京電力ホールディングス   1,483   1,789  △    306   82.9 

 東京電力フュエル＆パワー   623   34        588 - 

 東京電力パワーグリッド    1,753   1,631        122   107.5 

 東京電力エナジーパートナー   546   393      152   138.8 

 
以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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